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（１）                              2009 年 4 月 20 日  第 25 号 

 

 

 
 

 

はじめまして。そしてまたよろしくお願いします  

年度始めのあわただしさから徐々に抜け出した頃  

高野山ではようやく桜が満開を迎える時です  

 

             

 

「としょかんだより」は毎月２０日前後に発行されています  

図書館からのお知らせやその月にあった出来事、図書館の使い方など  

さまざまな情報を皆さんにお伝えする情報紙の役割を果たしています  

 

 

 

本物を見よう  

                           

武内孝善                 

 

お大師さまは、学ぶ目的・勉強する  

目的は、社会的な地位をえるためとか、 

出世するため、お金を儲けるため、な  

どではなく、真理の探究にある、とい  

われます。要するに、真理の探究とは、 

真実とは何か、何が正しいことであり、 

正しくないことであるのか、物ごとの善悪の判断がきちっとできる能力

を身に付けること、と申しておきましょう。  

他人の意見に左右されることなく、自分で、物ごとの善し悪しを判断

できる人になる第一歩は、本物を実際にみること、本物と実際に出会う

こと、と私は考えます。私が本物を見ることの大切さを知ったのは、奈

良・唐招提寺の毘盧遮那仏、京都の美術館でミレーの絵の前に立って、

かつて写真でみたときの印象とのあまりの違いに愕然としたときです。  

写真は、「真を写す」とよみますが、決して真の姿を写し、伝えるもの

ではありません。形・色・質感など、どれをとってみても、似てはいる

けれども、被写体そのものではありえません。  

(続きは裏面に掲載しています ) 
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発 行 所 

高野山大学図書館  
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4 月 

１. 『読めそうで読めない間

違いやすい漢字』 

２. 『欲情の作法』 

３ . 『うちの３姉妹  特別

編』 

４ . 『「脳にいいこと」だけ

をやりなさい！』 

５. 『つみきのいえ』 

６. 『悼む人』 

７. 『断る力』 

８. 『最後のパレード』 

９. 『告白』 

１０.『モデル失格』 

本やタウン  

毎月 1 日のランキ

ングです。  

としょかんだよりって何？  

図書館館長から  

9:00-18:00 13:00-18:00
9:00-17:00 13:00-17:00
9:00-12:00 閉館
9:30-16:30 13:00-16:30

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館館長：武内孝善先生  



（２）                              2009 年 4 月 20 日   第 25 号 

(本物を見よう  続き ) 

確かに、写真には多くの勝れた点があります。例えば、我々の目ではとらえることができない一瞬の

姿・出来事を切りとって見せてくれます。記録するということでは、多くの勝れた点があり、技術的

にも今日飛躍的に進歩していることは認めます。しかし、におい・味覚は表現できません。  

 写真は仮の物でしかありません。だから、そのような仮の物で満足しないで、本物を見て欲しい、

本物に出会って欲しい、と思います。自らの目・耳・鼻・舌・皮膚といった五感・感覚器官を総動員

させて本物と出合い、そのものの本質にせまってほしい。この五感を総動員させて、そのものの本質

にせまる方法は、密教の物の見かたです。  

 和歌山が生んだ世界的な博物学者・南方熊楠は中学生のころから、先生のいうことは間違いが多い

ので熱心に聴かなかった。そのかわり、物を実地に観察することを好み、自分の目で見、本を読んで

考えたことしか信じなかった、といいます。物事の本質を見極めるには、こうでなければいけない。

他人の意見・考えではなく、自らの五感でもって体験・実感したことを大切にし、信じる生き方です。  

 学生時代は、時間をもっとも自由につかえるときです。自らの五感と足とでもって本物と出合い、

物事の本質を見極める感覚をぜひ養って欲しい、と願っております。  

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

図書館では皆さんが使いやすく、よりすごしやすい場所になるように日々、がんばっています。  

何か意見がある場合、「目録コーナー」（コピー機がある部屋）に目安箱が設置していますのでそこに

意見等を入れてください  

 

 

 

 

本年度より料金の変更がありましたのでお知らせします  

≪相互利用≫  

貸借（他機関からの資料の貸出）1 件目から実費（送料）  

文献複写  変更無し（送料＋文献複写料）  

 

（通信生）≪文献複写≫  

1 枚につき 20 円→1 枚につき３０円  

 

図書館のここが変わった！！  
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発  行  所  

〒648-0280 和歌山県伊都郡高野町高野山３８５  高野山大学図書館  閲覧室  

Tel:0736-56-3835 ／  Fax:0736-56-5590 ／

E-mail :service-l ib@koyasan-u.ac.jp 

（編集後記）  

暖かくなってきましたね。居眠りとかうっか

りしていませんか？「春眠暁を覚えず」とい

いますが皆さんはどうでしょう。  


